
担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

①

②

③

④

位置図

有明アリーナ

アクアティクスセンター

有明テニスの森

東京辰巳国際水泳場

有明ＢＭＸコース

有明体操競技場

４－１

施策３１ 便利で快適な道路・交通網の整備

道路課

防災センター３階５番

３６４７－９６６５

６４４１

４ 緑・環境

快適な道路環境を目指して

東京五輪会場周辺の区道に遮熱性舗装を実施
開催時の暑さ対策・環境対策を実施

２９年度 ８,８４７万円

総事業費 ７億６,０６２万円

東京オリンピック・パラリンピック

会場周辺路線遮熱性舗装整備事業

◆事業内容

東京２０２０オリンピック・パラリンピック会場周辺の区道において、路面温度の上昇を抑制する
遮熱性舗装を実施します。

◆目的

夏季に開催される東京２０２０大会開催時の暑さ対策として、車道への遮熱性舗装を実施し、
観客等へ快適な歩行空間を提供します。

◆効果

路面に塗布した遮熱材が、赤外線を反射することで舗装への蓄熱を防ぎ、路面温度の上昇を
１０℃程度抑制することができます。

東京都も東京２０２０大会に向け、暑さ対策の一つとして、都道において環境対策型の舗装
を行っています。区と都が連携し、競技会場周辺の観客の主な動線となる道路を整備していき
ます。

◆スケジュール

◆背景

地 区 延 長

① 潮見地区 ８８５ｍ

② 辰巳地区 １,２２１ｍ

③ 東雲・有明地区 ８４０ｍ

④ 有明地区 １,０８０ｍ

合計 ４,０２６ｍ

平成２９年度 潮見地区

平成３０年度 辰巳・有明地区

平成３１年度 潮見・辰巳・東雲・有明地区

◆整備地区・延長
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窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

スマートフォン用アプリ （イメージ）

資源・ごみの分け方・出し方をスマートフォン用アプリで簡単検索

資源・ごみ分別アプリを配信
外国語（英語・中国語・韓国語）にも対応！

３９０万円

４－２ ごみ減量推進事業

施策４ 循環型社会の形成

清掃リサイクル課

防災センター６階４番

３６４７－９１８１

６３４２

４ 緑・環境

資源・ごみの収集日の確認や出し忘れ防止に役立つ機能を搭載したスマートフォン用アプリ
を配信します。

◆他区の状況

２３区中５区で導入済み

◆背景・目的

○資源・ごみの排出マナー向上に関する課題の一つとして、若年層単身者や外国人住民への
情報発信の強化があります。

○近年、急速に普及しているスマートフォンの活用により、特に若年層や外国人に対する情報
発信ツールとして、資源・ごみの排出に関する情報を、より手軽に確認できるようにします。

◆アプリの主な機能

◆開始予定

平成２９年９月

機 能 内 容

カレンダー機能 居住地区に応じた各種の収集日をアプリ内カレンダーに表示

アラート機能 資源・ごみの収集日を前日と当日にアラートでお知らせ

検索機能 品目ごとに排出方法を簡単に素早く検索

お知らせ機能 収集などに関するお知らせを掲載

多言語対応 英語・中国語・韓国語

えこっくる江東キャラクター

「たすけくん」
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

◆背景・効果（不用園芸土の回収）

○集合住宅が多い本区では、ベランダなどの限られたスペースで園芸に取り組む区民が増え
ており、それにともない不用となった園芸土の処分についての区民要望が増えています。

「食品ロス」削減の意識啓発と園芸土の再生

回収した家庭の余剰食品・不用園芸土を再活用
環境フェアの会場で回収します！

７３万円

４－３ ごみ減量推進事業

施策４ 循環型社会の形成

清掃リサイクル課

防災センター６階４番

３６４７－９１８１

６３４２

４ 緑・環境

◆背景・効果（余剰食品の回収）

◆他区の状況

【余剰食品の回収】 墨田区、世田谷区、足立区、江戸川区などで実施

【不用園芸土の回収】 中央区、台東区、品川区で実施

○家庭で余った食品を「環境フェア」 （※）の会場へ持ち寄っていただき、フードバンク団体を
通じて福祉団体や福祉施設などに提供します。

○家庭で不用になった園芸土を「環境フェア」 （※）の会場で回収し、加熱滅菌処理などにより
適正に処理した後、再生園芸土として区民まつりなどで無料配布します。

○まだ食べられるのに捨てられている食べ物、いわゆる「食品ロス」が日本国内で年間約６３２
万トンと言われており、国は食品ロス削減に向けた取り組みを推進しています。

○本事業の実施により、食品ロスの削減について意識啓発を図るとともに、回収した食品は
福祉団体や福祉施設に提供されますので、社会福祉の向上に寄与します。

※「環境フェア」概要

主 催 江東区、江東区環境フェア実行委員会

開 催 毎年６月（平成２９年度は６月４日（日）開催予定）

会 場 環境学習情報館・清掃事務所 （潮見１-２９-７）

内 容
環境ＮＰＯ、企業、行政などの環境保全活動紹介
及び交流、体験型の環境学習プログラムの提供

その他 平成２９年度は１０周年として記念イベントを予定
第９回環境フェア（平成２８年６月開催）
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